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応募状況 優秀作品

最優秀賞

～審査員コメント～

「未来を変えよう」という力強いメッセー

ジがねぶたの迫力ある構図で表現されて

いる。ねぶたに合わせたレタリングも効果

的で統一感があり、郷土色溢れる作品。

～審査員コメント～

黄色い背景に黒で太く縁取られた絵と文

字が遠くからでも圧倒的に目立つようにデ

ザインされている。斜めに配置した絵と文

字も目を引くポイントとなっている。

～審査員コメント～

小学生の作者の視点から、選挙の大切さ

を訴えている。はっきりとした色づかいと

構図で、テーマや内容が明快となり、目

を引く作品。

赤松 太志
むつ市立川内小学校（4年）

～審査員コメント～

投票用紙がビルやタワーを形作り、幸せ

な未来が創られるように見える一方、選

挙に無関心であると社会が崩れていくよう

にも見える作品。一票の重みや投票の意

味について考えさせるポスター。

優秀賞（小学校の部）

大山 寿希也
むつ市立川内小学校（6年）

四戸 瑠姫
十和田市立甲東中学校（3年）

永澤 未有
県立五所川原工業高等学校（2年）

佐藤 希愛
むつ市立第一田名部小学校（2年）

～審査員コメント～

配色が明るくさわやかで、ブランコを一生

懸命こいでいる女の子が画面に動きを感じ

させる。高く上がっていくブランコが将来へ

の希望を感じさせる。



優秀賞（中学校の部）

兼平 琴音
黒石市黒石中学校（2年）

～審査員コメント～

１８歳から選挙権をもつことになる若者と、

若者に向き合い、選挙の大切さを伝えて

いく大人を描いた。青色と緑色を使うこと

で、大人側の落ち着きや信頼といったイ

メージが表現されている。

米谷 美穂
五所川原市立金木中学校（3年）

～審査員コメント～

青森県の方言を使い、ユーモアと郷土色

のあるポスターとなった。カラフルな色づ

かいとポップな図案が元気で楽しい印象

を与えている。

優秀賞（高等学校の部）

楠美 結衣
県立五所川原工業高等学校（2年）

浜中 美音
県立弘前工業高等学校（2年）

髙橋 紗羽
八戸工業大学第二高等学校（2年）

～審査員コメント～

透明感のある色使いと魅力的なキャラク

ターが目を引く。シンプルな図案ながら

も、選挙に向かう意思の強さを感じさせる。

～審査員コメント～

都市を俯瞰するように、虹色の道を駆け

ていく二人の少女が選挙へ向かう。画力

があり、構図に工夫も見られるので、文

字を整えるとより伝わりやすい。

～審査員コメント～

選挙啓発ポスターであることが見る者に

ダイレクトに届く作品。すっきりと見やすい

デザインでまとめられている。

山田 衣理奈
県立六戸高等学校（1年）

～審査員コメント～

背景の白と水色の配色が美しく、キャラク

ターのたたずまいとも相まって純真さや清

潔感を感じさせる。やや文字が弱いが、

すっきりとまとまった作品である。



入選（小学校の部）

八戸 花
むつ市立川内小学校（4年）

～審査員コメント～

にこにこ笑っているひまわりたちで明るさ

を表現し、親しみやすいポスターである。

文字や絵がはっきりと縁取りされ、遠くか

らでも分かりやすい作品。

美濃部 綾奈
むつ市立川内小学校（６年）

蛭名 佑月
むつ市立川内小学校（6年）

～審査員コメント～
投票箱から飛び出すめいすいくんが投票

を呼びかけるかわいい作品。白いたすき

のようなリボンからは躍動感と不正のない

清らかさが感じられる。

～審査員コメント～

色大きな文字と明るい色彩で、分かりや

すく伝わるよう描いている。めいすいくん

を立候補者、選挙管理委員会、有権者の

３つに役割演技させている発想も面白い。

入選（中学校の部）

成田 綾夏
県立木造高等学校（2年）

沼田 真希
県立六戸高等学校（1年）

～審査員コメント～

淡い色調と花や生き物などのモチーフが

優しい雰囲気を創りだし、明るい未来を感

じさせるポスター。文字も淡い色調に統

一したことで判読しづらくなったが丁寧に

描かれている。

～審査員コメント～

丁寧に描かれた女の子の表情に目が惹き

つけられる。「選挙に行こう！」と手を引く

部分をもっと画面の中央に入れ、文字の

色を見やすくすることで、より訴える力は

強くなる。

澤田 達也
県立五所川原工業高等学校（1年）

入選（高等学校の部）

～審査員コメント～

投票箱の中には、豊かな町や社会づくり

につながる一人一人の思いが詰まってい

ることを「選挙の可能性」として見る者に

考えさせる作品。文字にも丁寧さがあると

よい。

桜庭 里緒奈
黒石市立黒石中学校（3年）

佐藤 未悠
八戸市立三条中学校（3年）

山端 ユリア
十和田市立甲東中学校（3年）

～審査員コメント～

空に向かって咲くひまわりにリズムがあり、

はつらつとした印象を受ける。レタリング

は、文字サイズと配色によって、より視認

性を高めることができる。

～審査員コメント～

投票用紙をパズルのピースのように表し、

一人一人の投票が社会を創っていくという

メッセージを見る者に送っている。淡い色

調のグラデーションで花を丁寧に描いてい

る。

～審査員コメント～

繊細な色使いの描写と大きく配置された文

字がバランスよく、第一印象で惹きつけら

れる。中高生をターゲットにメッセージが

届きやすいデザイン。



準入選（小学校の部）

準入選（中学校の部）

準入選（高等学校の部）

長森 真穂
八戸市立大館中学校（1年）

櫻庭 詩歩
弘前市立第二中学校（2年）

山田 佐和
八戸市立鮫中学校（2年）

前田 芭菜
黒石市立黒石中学校（１年）

林﨑 和
八戸市立大館中学校（1年）

板垣 萌香
弘前市立東中学校（3年）

下山 喜美
弘前市立東中学校（3年）

笹 伊吹
むつ市立第二田名部小学校（3年）

山道 由奈
むつ市立第一田名部小学校（2年）

松坂 圭祐
八戸市立城北小学校（4年）

久慈 莉紗子
八戸工業大学第二高等学校（1年）

櫻田 璃希
むつ市立川内小学校（4年）

髙松 舞博
むつ市立川内小学校（6年）

村上 公花
黒石市立黒石中学校（3年）

辻 龍真
青森県立むつ養護学校（1年）



佳作（小学校の部）

佳作（中学校の部）

石澤 千尋
平内町立小湊中学校（1年）

岩上 鈴美
むつ市田名部中学校（2年）

藤村 彩未
八戸市立豊崎中学校（2年）

小泉 陽香
八戸市立第二中学校（1年）

宮崎 李埜
八戸市立第二中学校（1年）

芦立 萌々花
むつ市田名部中学校（1年）

松田 怜紗
弘前市立東中学校（3年）

中田 心美
八戸市立三条中学校（3年）

高橋 美来
黒石市立黒石中学校（2年）

八木橋 愛華
鶴田町立鶴田中学校（2年）

平沢 和翔
むつ市田名部中学校（1年）

井澤 美音
弘前市立第五中学校（1年）

木村 茜音
弘前市立第二中学校（2年）

宮下 透子
八戸市立三条中学校（1年）

千葉 花月
弘前市立第五中学校（3年）

横山 和奏
つがる市立向陽小学校（2年）

關 音波
むつ市立第一田名部小学校（2年）

安藤 巧
八戸市新井田小学校（6年）

小谷地 心
八戸市立城北小学校（4年）

城前 まり杏
青森市立三内小学校（6年）

横山 実里
つがる市立向陽小学校 （6年）

石橋 美羽
八戸市新井田小学校（6年）

大石 一悟
五所川原市立五所川原小学校（4年）

見越 ゆい
むつ市立川内小学校（6年）

金枝 杏
むつ市立第一田名部小学校（2年）



佳作（中学校の部）続

佳作（高等学校の部）

三上 芽衣
県立青森西高等学校（1年）

鈴木 智柱子
県立五所川原工業高等学校（2年）

小田桐 梨乃
八戸工業大学第二高等学校（1年）

冨田 美咲
八戸学院光星高等学校（3年）

棟方 里珠
鶴田町立鶴田中学校（2年）


